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 レジリエンスを育む教職員の関わりを検討するために、大学生に調査のご協力をいた

だき、135名から回答が得られました。 

 その結果、小学校・中学校・高等学校の頃に教職員から受けた、「見守ってくれる」・

「わかりやすく導いてくれる」・「親身に関わってくれる」という関わりが、大学生のレジリエンスに関連してい

ることが明らかになりました。また、大学生が感じている、過去に出会ってきた教職員の「よかった・印象に残っ

ている」関わりとは、「親身に話を聞く」と「丁寧に関わる」であることも明らかになりました。 

 レジリエンスを育むためには、教職員の“親身な関わり”が大切であることが示唆されました。 

（レジリエンスとは、自発的治癒力を意味し、一般的に「精神的回復力」や「耐久力」などと定義されています。） 
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 学校生活において、教職員との関わりの中で「よかった・印象に残っている」ものがあると回答した大学生に、

その時期と内容についてたずね、全校種で共通しているものと、校種ごとで特徴的なものをまとめました。 
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 大学生への意識調査から、教職員の“親身な関わり”が子どもたちの
レジリエンス(特に「自分への信頼」)の醸成につながることがわかりま
した。「親身になる」とは、“親”のように、そして“身(身体)”を
もって全ての感覚を総動員して関わり合うこととも言えるのではないで
しょうか。その親身な関わりにより、子どもは尊重されていると感じ、
自分を肯定的に捉え、また他者を信頼することにもつながっていくと考
えられます。 
 ＩＣＴ化が進み、物理的に時と場を共有しなくてもつながることがで
きるようになりましたが、折れない、しなやかな心を育むためにはＩＣ
Ｔでは補えない関わりがまさに鍵になると考えられます。決して特別な
関わりではなく、「親身に話を聞く」など、きわめて日常的で、温かみ
のある関わりの積み重ねが大切だと言えます。 
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以前の教職員意識調査では、“褒める”ことを重視

するという結果が出ていたけど、この２つが子ども

側の声として出てきたのは興味深いですね！ 

（平成30年度研究紀要 第８集） 
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